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 スイスの⾮営利財団「世界経済フォーラム」が６⽉１２⽇
に発表した今年のジェンダーギャップ指数（男⼥格差）は、
⽇本は世界１４８か国中１１８位で前年と同順位。主要７か
国（G7）では最下位で、アジアでも韓国、中国、タイ、ベト
ナムなどを下回りました。
 教育・健康分野の格差は⼩さいものの、政治・経済分野の
格差が⼤きい状態です。⼤きな要因は、政策決定や管理職な
ど、意思決定層に⼥性が少ない状態が続いているためです。
 ⿃取県では今年、副知事に初めて⼥性を起⽤する⽅針が報
道されています。国際社会の中に⽣きる、私たちの⾝近な現
状はいかがでしょうか。

 
 今年度の内閣府が募集した男⼥共同参画週間の
キャッチフレーズは『誰でも、どこでも、⾃分らしく』。

このキャッチフレーズは、⼈材育成やネットワーク形成を進
める意図があるとのことです。
 本学も、男⼥とも働きやすい職場にしていくために⾏動計
画を定め公表しています。➡ https://x.gd/AAvNx

 ６⽉は世界各地で、LGBTQなどセクシャルマイノリティ
や性の多様性について、⼈権啓発活動やイベントが開かれて
います。ここでも「⾃分らしく」いられることについて、当
事者、理解者・⽀援者（アライ）、企業や⾃治体なども⾏動
しています。
 本学は「性の多様性に関する基本理念」に次の⽅針を明記 
     していて、附属図書館でも『プライド⽉間展⺬』
       を⾏っています。
         １．性の多様性を尊重し差別しない
         ２．⾃⼰決定の尊重
         ３．修学・就労の妨げを取り除くこと
           ➡ https://x.gd/1gNmD
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 新しく室員の２年の任期がスタートしました。
 室員は意⾒交換を⾏いながら、ダイバーシティ環境の改善に
つなげていきます。各部局⻑の推薦を受けたメンバーは、男性
はハリス先⽣１名からのスタート。今後、室⻑から追加の指名
がある予定です。
� ５⽉２２⽇の第１回会議は、対⾯とリモートのハイブリッド
で開催。今年度の活動や推進体制、教職員の学内相談窓⼝など
について意⾒が交わされました。

 ６⽉１０⽇に開催された、新体制第１回ダイバーシティキ
ャンパス推進委員会では、各部局と推進室⻑との連携が明⺬
されました。学⻑のリーダーシップのもと、教職員の働きや
すい環境づくりについて、相談窓⼝や男性育休の推進など、
活発な意⾒交換が⾏われました。
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学⽣スタッフ活動の⾵景 お役⽴ち情報

          ���� 若者の活⼒・可能性は宝物。
         �� �� 地域では、少⼦⾼齢化など
����������������������������������������さまざまな課題に向き合おうと、
学⽣の声やパワーが求められています。 
 推進室で出会う学⽣たちは、それぞれの興味関⼼を広
げ深めながら、真摯に、時に楽しみながら、社会にも貢
献しています。
 今年度は、⿃取県や⿃取市の地域活性化、男⼥共同参
画事業、⿃取県⼈権⽂化センターで県内４つの⼤学⽣と
⼈権に関するミーティングになどにも関わっています。

 ⿃取⼤学に着任して1年が経ち、今年で2年⽬の⿃取⽣活となりました。⼤学で
は、細菌の病原性に関わるタンパク質について研究を⾏っています。着任から1年、
⼤学や地域についてはまだ学ぶことも多いですが、学⽣や教職員の皆さんとの交流
を通じて、少しずつ新しい環境に馴染んできたところです。
 これまで、学部から博⼠課程、そして助教として数年間を過ごした関東の⼤学で
は、⼥性教授の⽐率が⾼く、博⼠課程に進学する⼥性も多く、それが⾃然な環境と
して受け⽌めていました。しかし、環境が変わることで、

す。今では、そうしたテーマをより広い視点で考える⼒を養っていきたいと思うよ
うになりました。
 私⽣活では、これといった趣味がなく、つい仕事に⽐重が偏りがちですが、⽔槽
の熱帯⿂や⽔草の成⻑を眺める時間がささやかな癒しになっています。⿃取での⽣
活を通じて、⾃分なりの新しい楽しみを⾒つけていけたらと思っています。

⿃⼤のベーカリーカフェ 
セルリアの新緑デッキテラスにて

それまで「当たり前」だと思っていたことが、必ずしも
⼀般的ではないのだと気づくようになりました。
 世間では、多様性や進路選択の課題がよく⾔われます
が、⾃分に経験のない環境のことは、わかっているつも
りでもなかなか実感を持って理解できないと感じていま

美しく揺れる⽔草のどこかに...

学内案内などで募集しますので、予定いただき、ぜひご参加ください。

 多様性を尊重するうえで、
⾃分のマジョリティ性（特権）について考える
動画をご紹介（18分程度）。
 マジョリティ・マイノリティを数の多少では
なく、権⼒構造から可視化しています。   
➡ https://x.gd/jbQRD

⽣理⽤品配置トイレの場所を、推進室HPにアップ
しています。トラブル回避に利⽤してください。
�➡ https://x.gd/o6r0I（中ほどにマップ掲載）

https://x.gd/TZ8CG

